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既存化学物質安全性(ハザード)評価シート(要約版)

整理番号 97－21
官報公示
整理番号

3－186 CAS番号 95－53－4

名　　称

2-メチルアニリン

別名：o-トルイジン

2-アミノトルエン

2-メチルベンゼンアミン

1-アミノ-2-メチルベンゼン

構 造 式

NH2

CH3

分 子 式 C7H9N 分 子 量 107.15

市場で流通している商品(代表例)1)

純　度　　　　　：99 % 以上
不純物　　　　　：3-メチルアニリン、水分
添加剤又は安定剤：無添加

物理・化学的性状データ

　外 観：無色もしくは淡黄色液体2, 3)

　融 点：-21℃(α型)2)、-15.5℃(β型)2)

　沸 点：200～202℃2, 4, 5)

　引 火 点：85℃(c.c.)4, 5)

　発 火 点     ：482℃6, 7)

　爆 発 限 界：1.5～3.7 %6, 7)

　比　　　重：d4
20 1.0043)

　蒸 気 密 度：3.72(空気 = 1)5)

　蒸 気 圧：13 Pa(0.1 mmHg)(20℃)5)

　分 配 係 数：log Pow；1.32(実測値)8)、1.36(計算値)8)

　加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし

　解 離 定 数：pKa = 4.459)

　スペクトル：主要マススペクトルフラグメント
m/z　106(基準ピーク, 1.0)、77(0.17)、79(0.13)、53(0.10)10)

　吸 脱 着 性：土壌吸着係数 Koc = 40～25011)

　粒 度 分 布：該当せず
溶 解 性： 2-メチルアニリン／水；16.6 mg (25℃)5)

アルコール、エーテル、ベンゼンなどの有機溶媒と自由に混和。

　換 算 係 数：1 ppm = 4.46 mg/m3

　(気体, 20℃) 1 mg/m3 = 0.224 ppm
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総合評価

1) 危険有害性の要約

2-メチルアニリンはヒトでは呼吸器系と皮膚からの吸収が報告され、主に尿への排泄が

実験動物でみられている。ヒトの急性影響として、メトヘモグロビン血症がみられ、頭痛、

疲労感、呼吸困難、精神障害、血尿が発現する。慢性影響については報告がない。実験動

物においては眼及び皮膚に対して刺激性を示すとされ、単回及び反復投与においてメトヘ

モグロビン血症がみられ、骨髄、脾臓等の造血器官に対する影響や血液に対する影響がみ

られている。その他腎臓、肝臓への影響と、膀胱で膀胱上皮の扁平上皮化生、角化及び乳

頭腫が観察されている。ヒトに対する発がん性として膀胱癌との関連性が示唆されている

が、IARCは関連性が不十分とし、NIOSHは関連性があると、それぞれ評価が分かれている。

実験動物の発がん性試験において膀胱の移行上皮癌の他、肝細胞腺腫又は癌、血管肉腫、

線維腫、線維肉腫、骨肉腫、乳腺の線維腺腫及び腺腫、中皮腫の発生率が有意に増加して

いる。変異原性は代謝活性化系の場合で陽性の報告がみられる。

本物質は環境中に放出された場合、物理化学的性状から考えて主として大気圏、水圏及

び底質中に広く分布するものと予想される。水圏では主として生分解により分解される。

対流圏大気中では、OHラジカルとの反応による半減期は2.4時間と計算される。環境庁のモ

ニタリングデータでは水質及び底質から検出されたことがある。水圏環境生物に対する急

性毒性は、OECD分類基準(案)では藻類及び甲殻類に対してはtoxicに分類され、魚類に対し

てはharmfulに該当する。

2) 指摘事項

(1) 呼吸器系と皮膚から吸収され、眼、皮膚に対する刺激性がある。

(2) ヒトの急性影響としてメトヘモグロビン血症がみられ、頭痛、疲労感、呼吸困難、精神

障害、血尿が発現する。

(3) ヒトにおいて膀胱癌との関連性が示唆されている。

(4) 変異原性は代謝活性化系の場合で陽性が報告され、実験動物で発がん性が認められてい

る。
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